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 児童生徒の問題行動の背景が複雑化し、寄り添った指導をしようとしても、なかな

か本人の内省が難しいケースが見られます。その背景の一つに愛着障害が原因と考え  

られる事例があります。  

８月６日に上越地区特別支援教育研究大会北部大会で、米澤好史氏（和歌山大学教育

学部教授）の講演「発達障害と愛着障害の理解と支援」をお聴きしました。この時の内

容から「愛着障害」について紹介します。  

「愛着」の基本原理とは、特定の人と結ぶ情緒的なこころの絆である。  

１  愛着障害は、①どの家庭でも、誰にでも起こり得る。②生後の人との関係性か

ら生じてくる。③手遅れということはなく、いつでも修復可能である。④親だけ

でなく、誰にでも愛着形成や修復ができる。  

２  愛着を形成するための手法として３つの基地を機能させる。①安全基地…子ど

もが怖いな、嫌だなと思っても「だいじょうぶだ」と感じられる場所、②安心基

地…その人と一緒にいると落ち着く、楽しいと感じることができる場所、③探索

基地…母子分離し、精神的自立ができるような場所。  

３  愛着修復プログラムには４つのフェーズがある。①その子にかかわるキーパー

ソンが子どもの気持ちを代弁する。②子どもを主体としつつ、先手支援で主導権

を握る。③他者との関係を作るための橋渡し支援をする。④キーパーソンが変わ

るときは、十分な確認をする。この４つのフェーズを行きつ戻りつの支援を行う

ことで、愛着が形成されていく。  

事例など、詳しい内容を知りたい方は、「事例でわかる愛着障害」（米澤好史著）等を

ご覧ください。  

 

 

上越市教育委員会では、重大な問題や課題解決困難な問題に対し、よりよい解決方法

を目指して学校に指導・助言しています。学校訪問カウンセラーや、県のスクールカウ

ンセラーが、定期的に学校を訪問して、児童・生徒・保護者と面談を行っています。ま

た、教育委員会内に配置されているＪＡＳＴ（じょうえつ・あんしん・サポート・チー

ム）が支援を行っています。全ての児童生徒が安心して健やかに成長できるよう、これ

からも関係機関と連携しながら対応していきます。  

（担当  学校教育課指導主事  小山） 

 

 

１  

生徒指導   ～愛着障害の理解と支援～  

「所報」は、教育センターのホームページでも公開しています。ご覧ください。  







多くの皆さまの参加をお待ちしています！詳細は、配布済みの「職員研修案内」をご覧ください。  

 

夏期カウンセリング研修にたくさんの方から参加していただきました。  

参加者の感想を紹介します。 
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講師 新潟清心女子中学・高等学校 教諭 吉澤 克彦 様 

「学級経営研修」 Q-U の分析を生かした学び合う学級集団づくり ８月３日（火） 

８月４日（水） 

～ 子どものこころの不調の見立て方、保護者相談のコツ ～ 

～ 算数障害・通常学級で使える指導法 ～ 

「教育相談研修」 教師のためのカウンセリング・スキル 

８月５日（木） 「特別支援教育研修」 発達が気になる児童生徒の理解と指導・支援 

講師 星槎大学大学院 教授 阿部 利彦 様 

～ 通常の学級における特別支援教育 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 柏崎市子どもの発達支援課 課長 小林 東 様 

◇Q‐Uの分析の仕方や学級づくりへの生かし方、構成的グループエンカウンターの実際など

を、具体的に分かりやすく教えていただきました。２学期からすぐに活用できる実践的な内

容で、大変有意義でした。 

◇今まで漠然とプロット図を見て、学級の様子を読み取っていました。今回の研修でプロット

図が示す本当の意味や学級集団の発達段階について深く考えることができました。また、他

校の先生方とのグループワークで自分自身が不安に思っていることや、講義での気付きを再

確認することができました。８月下旬の校内 Q‐U 研修に生かしていきます。 

 

◇様々な可能性があることを踏まえての、丁寧な「見立て」が大切であることが分かりまし

た。その「様々な可能性」について、自分の知識を広げることができました。 

◇多様化するニーズ、特に精神疾患などを伴う現代的なニーズに対応するためにとても参考にな

りました。「保護者の対応の仕方」では、様々な保護者のタイプによって対応の仕方を変えるな

ど、具体的な対応の仕方が分かりやすく、今後の保護者対応に生かせる内容でした。子ども保

護者共に、学校だけで抱えるのではなく、必要に応じて様々な専門機関と連携してチームで対

応することの重要性を改めて感じました。 

 

 

◇「その子を変える前にまず環境を整える」としたうえで、つまずきに応じた授業づくりの

テクニックを学ぶことができました。大変有意義な研修でした。 

◇かかわりあいや人的環境のＵＤを大切にしながら共感する気持ちや集団肯定感を育んで

いきたいと思いました。子どもたちが「分かった、できた、楽しい！」と思えるような授

業やかかわり方等を具体的に工夫していきたいと感じました。 

      １２月２７日(月) 「生徒指導研修」   教育活動に役立つ認知行動療法 

上越教育大学 准教授  田中  圭介 様 

      １２月２８日(火) 「生徒指導研修」   不登校の予防と支援の実際 

東京学芸大学教職大学院 教 授   小林   正明 様 

       １月 ５日(水) 「特別支援教育研修」 通常の学級における特別支援教育 

上越教育大学 准教授  関原  真紀 様 

    

 

Zoom で行います。 
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